
金
問
岬
古
政
志
港
廿
五

O
三
社
正
福
寺

東
坂
氏
宗
也
。
由
来
住
民
一
耳
ふ
。

wM寺
側
器
狭
普
ξ
巾
術
、
弘
治
二

年
に
越
中
図
射
水
郡
牧
野
村
陀
於
て
建
立
致
し
.
共
後
間
図
新
川
郡

富
山
へ
移
時
之
庭
、
瑞
能
公
、
同
図
射
水
郡
高
岡
に
披
を
築
宮
、
此

地

へ
引
移
り
給
ひ
・
川
仙
寺
二
世
究
飛
を
召
さ
れ
、
一
柳
尾
凶

Z
E以
て

同
岡
氏
於
て
寺
屋
敷
三
百
八
4
1

歩
奔
領
命
ぜ
ら
る
。
第
三
社
録
一
怖
の

時
金
部
公
儀
町
へ
移
却
し
、
此
地
に
於
て
寺
屋
敷
拝
領
仰
付
ら
る
A

成
、
出
品
永
八
年
九
月
第
四
社
の
時
用
地
に
相
成
・
公
儀
町
之
寺
地
召

上
ら
れ
、
替
地
と
し
て
三
位
今
之
地
へ
移
締
之
俗
、
奥
村
河
内
得
率

告
を
以
被
=申
渡
一
地
問
問
拝
領
移
線
建
立
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
陀
、

三
館
屋
版
六
用
銀
K
・
正
縞
寺
公
儀
町
。
と
あ
り
。
勉
尾
記
K
・
正
編

寺
よ
り
出
せ
る
靖
密
文

K
、
公
儀
町
疋
師
寺
と
紀
紋
す
る
例
也
。
右

は
正
縞
寺
最
前
大
豆
悶
公
儀
町
の
地
に
あ
り
し
か

E
、
共
の
地
溢
村

列
氏
の
下
屋
敷
に
渡
り
、
疋
翻
寺
法
の
地
所
召
上
げ
ら
れ
、
正
稲
寺

は
三
枇
今
の
地
を
替
地
と
し
て
賜
は
り
、
変
に
移
柑
押
せ
し
か
ど
、
町

名
は
最
前
の
ま
ミ
公
山
田
町
と
往
来
り
し
と
い
へ
り
。

O
諸
橋
権
之
進
奮
邸

誌

の
邸
は
正
編
寺
の
向
也
。
一
冗
秘
十
四
年
八
月
令
一課
町
台
所
に
て
取

り
路
橋
稲
荷
耐
に
古
作
の
商
共
体
来
し
‘
叉
質
感
六
年
椛
之
進
よ
り

府
中
納
せ
し
守
刀
・
舞
扇
子
も
枇
殴
に
納
め
あ
り
。
さ
て
榔
之
進
の
先

祖
、
中
古
能
州
を
山
闘
で
・
加
貧
国
民
来
り
宮
崎
住
家
の
能
大
夫
と
成
り
、

官
樫
家
滅
亡
の
後
は
、
能
美
郡
小
松
溢
忙
居
た
り
し
と
一
宮
ム
。
廷
賢

三
年
三
月
絡
橋
市
十
郎
よ
り
町
台
所
へ
出
し
た
る
由
緒
性
如
v
左。

一
、
私
先
祖
、
能
州
諸
橋
と
申
所
之
者
K
而
御
座
候
庭
、
円
白
樫
殿
へ

被
目指
出
一
御
扶
持
被
v
下
候
由
。
共
外
能
大
夫
四
人
御
座
候
内
.
絡
橋

を
五
人
之
座
頭
に
被
ι一仰
何
一
一
則
富
樫
殿

御
家
之
御
紋
被
v
下
、
於
昌
子

今
-
七
限
之
紋
品
問
柑
刊
に
付
置
巾
候
都
。

て

微
妙
院
桜
よ
り
私
税
遊
士
口
陀
御
扶
持
方
拾
人
口
被
ν矯
ν
下
候、

御
逝
去
以
後
、
御
山
品
地
へ
罷
越
.
御
屋
錦
奔
領
仕
候
庭
、
六
ク
年
以

前
税
病
死
仕
候
に
付
、
御
扶
持
方
被
u

召
上
-候
。
共
後
観
管
制
円
寺
中
御

的
問
削
能
無
=
悌
怠
-
私
相
動
申
候
。

一
、

一
人
養
父
・
一
人
母
・
妨
一
入
、
私
乎
前
提
在
候
。

右
、
私
親
物
語
承
候
題
山
山
口
上
申
候
。
以
上
。

延

貸

三

年

三

月

絡

橋

市

十

郎

判

町

御

率

行

所

三
笠
紀
陀
云
ふ
。
院
長
五
年
利
長
卿
.
加
州
能
美
・
江
沼
雨
郡
御
加

企
部
古
蹟
志
巻
廿
五

四
O 

調
有
ν
之
町
人
拝
領
屋
敷
調
書
陀
、
絡
橋
杭
進
先
駆
奔
俄
之

ga代
地
一

前
治
三
年
艇
父
逃
吉
以
来
屋
敷
界
側
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
‘
政
問

公
年
絡
に
.
卒
保
十
一
年
符
掘
削
櫛
逃
屋
敷
拝
領
仕
り
、鈴
惑
を
建
て
.

十
月
廿
九
日
よ
り
四
日
続
き
能
奥
行
と
有
ν
之
。
三
制
正
一師
寺
の
向
な

る
邸
地
は
.
此
の
時
移
柑
押
せ
し
も
の
也
。
此
の
地
延
賞
金
滞
闘
陀
は
、

山
崎
伊
兵
衛
居
邸
と
あ
り
。
さ
て
卒
保
以
来
世
々

此
の
地
花
居
住

し
、
邸
地
内
医
師
仲
叫
訟
を
建
築
し
‘
毎
年
変
K
於
て
能
興
行
せ
し
か
ど
.

明
治
廃
藩
の
後
退
去
せ
り
。

O
諸
橋
被
之
進
侮

縦
之
進
の
組
先
は
絡
橋
大
夫
と
栴
し
.
能
登
園
鳳
至
郡
諸
橋
郷
路
橋

稲
荷
榊
祉
の
跡
事
大
夫
な
り
。
彼
の
枇
記
に
云
ふ
。
路
橋
の
郷
内
前

波
村
に
律
夫
良
川
崎
と
い
ふ
地
あ
り
。
樹
木
生
茂
り
た
る
所
を
大
夫
，

森
と
呼
べ
り
o
此
の
地
は
能
大
夫
諸
橋
椛
之
進
が
先
組
の
居
跡
な
り

と
。
ま
た
能
袋
路
紀
に
云
ム
。
路
橋
稲
荷
祉
に
昔
は
一
脚
部
能
あ
り
。

時
開
橋
椛
之
進
が
先
胞
は
、
印
ち
首
枇
の
榊
事
大
夫
に
て
共
類
家
数
多

あ
り
。
共
闘
の
相
川
間
以
跡
を
ば
迫
化
山
と
い

へ
り
。
又
路
橋
大
夫
の
屋

敷
跡
と
い
ひ
僻
ふ
る
所
も
あ
り
て
、
い
に
し
へ
猿
築
あ
り
し
時
の
符

入
資
等
の
住
吉
物
、
今
陀
稲
荷
枇
忙
存
在
す
。
と
い
へ
り
o
今
に
至

増
之
震
-一御
砲
-
上
裕
し
給
ひ
て

腕
図
し
給
ム
時
、
小
松
K
於
て
諸
橋

大
夫
氏
能
被
a
仰
付
↓
金
mm
よ
り
御
一

円
余
の
子
北
ハ
夜
を
日
に
縫
ぎ
て

走
せ
来
り
見
物
す
。
町
人
共
白
測
に
並
居
て
見
物
彩
放
。
と
あ
り
。

走
路
橋
大
夫
に
猿
拙
聞
を
命
ぜ
ら
れ
し
起
阪
な
る
べ
し
。
さ
て
同
九
年

八
月
潟
引
殴
合
取
得
勝
利
を
ね
ら
れ
し
総
務
と
し
て
、
輔
副
橋
大
夫
を

ば
石
川
郡
宮
腰
佐
那
武
明
一
柳
の
刑
事
館
大
夫
K
命
ぜ
ら
れ
、
円
ー
よ
り

毎
歳
八
月
一
脚
事
能
興
行
被
=仰
付
↓
則
ち
利
長
卿
制
作
之
潟
如
v
左。

今
度
合
政
勝
利
之
銭
=一報
袋
一
能
美
小
松
越
に
罷
在
候
諸
橋
を
以
、

喝
中
さ
ら
た
け

明一脚
一
糾
匹
大
夫
と
し
て
、
毎
歳
能
可
a

興
行
-
之
市
出
如
ν

子ド。くさ
御ら
った
と け
めへ
候米
て 廿
よ石
くま
候ゐ

t ~ 
o 11宅

事語

新
Fみ
も
古E
も

判
け
た
い

た

使
長
九
年
八
月
六
日

長

手Ij

八
月
十
五
日

長

*1) 

利

右
之
題
利
長
卿
命
ぜ
ら
れ
し
ゅ
土
、
盛
長
九
年
八
月
よ
り
毎
年
八
月

千
五
日
を
式
日
と
定
め
、
時
間
栃
椛
之
逃
榊
郡
能
の
大
夫
に
て
、
路
橋

の
弟
子
家
の
み
勤
め
来
り
し
か
ど
、
路
橋
市
十
郎
主
ば
務
主
綱
紀
卿

江
戸
へ
被
i

召
謹
二
廿
多
七
太
夫
の
弟
子
に
命
ぜ
ら
る
。
依
っ
て
延
資

四




